
創造的コラボレーションとは？

日本室内空気保健協会2025,11/11

連健夫(むらじたけお)

建築家・日本建築まちづくり適正支援機構代表理事



1956年、京都市生まれ、東京都立大学大学院修了、建設会社10年勤務の後、胃の手術がきっかけとなり、
1991年、渡英、AAスクール留学、AA大学院優等学位取得の後、同校助手、在英日本大使館嘱託、
1996年、帰国、建築設計の傍らまちづくりに関わっている。早稲田大学、芝浦工業大学講師、
港区まちづくりコンサルタント、港区景観アドバイザー、2017年～日本建築まちづくり適正支援機構代表理事
※ルーテル学院大学新校舎(JIA優秀建築選)はくおう幼稚園(栃木県建築景観賞)荻窪家族レジデンス(グッドデザイン賞)

→参加の設計・まちづくり



今、なぜコラボレーション（協働）なのか？

①価値観が多様化し、1つの専門分野では解けない課題

が 増えてきた。

②科学は、分化させて追及することにより発展してきた

が、世の中の事象はすべて複合的であり、

成果物が不十分に感じられるようになってきた。

③成功体験に基づいた一義的思考が、コラボ（協働）の

機会をつくることを妨げてきた。

☆良質な空気づくりは複合的



ｓ

創造性とは？



創造力のメカニズム：何かを無意識から意識化するのが創造力

心像→普段意識していないもの→双発的きっかけ→コラボ（体験的）







ユーザー参加（コラボ）で建築をつくる





白鷗幼稚園おもちゃライブラリー（栃木県建築景観賞）
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まちづくりでのコラボ







皆のコラボで赤坂の熊手完成！
→大阪万博のお祭りイベントへ



まちづくりはコラボレーション

•様々な立場、背景を持つ人が集まるプラットフォーム。

•意見の違いはあるが、良い街をつくりたいの思いは同じ。

•人と人をつなぐコラボレーションの機会となる。

•様々な意見をまとめるための技術（ファシリテーション）
が求められる。

☆人と人を繋ぐ職能：ファシリテーター



参加のデザイン（コラボレーション）の
背景

• 1995年問題；ウィンドウズ９５により簡単に専門的知識を手に
入れることができるようになった。→先生と呼ばれる職能の危機

•成熟社会に向かう中で、一般のリテラシーが上がってきた。

•一般と専門家の知識をブレンドすることにより、使いやすく、魅
力的なものができ、持続可能性につながる。

※専門家には、プレーヤーとしてのデザイン能力と、一般のアイ
デアを弾き出すファシリテーターの能力が求められるようになっ
てきた。



■ファシリテーター：Facilitator、促進者
1940年代後半に用いられ始めた言葉、当初はグループカウン
セリングにおいて、プログラムの進行役として全体をまとめ
る役割を示していた。それが会議などで、発言や参加を促し
たり話の内容を整理し、参加者の認識の一致を確認する役割
や、まちづくり活動における住民の様々な意見をまとめてい
く役割などに拡がってきた。

課題を達成すべく、公平な立場に立ち、専門家の言葉を分か
りやすく解説したり、住民のつぶやきを意味ある言葉に翻訳
するなど、様々な立場の意見をまとめる調停者の役割を担う。

まちづくりファシリテーターとは？



JCAABE 日本建築まちづくり適正支援機構
とは？
• 良質な建築、美しいまちづくりを目的に設立された一般社団法人

• このために、建築家、建築士、専門家の研鑽、セミナー、資格を
扱っており、現在200名の会員が登録をしています。

• 認定まちづくり適正建築士、建築系ADR調停人など、建築士や建
築家の資格やセミナーのみならず、誰でも受講できる「まちづく
りファシリテーター」資格・講座を設けました。

• この講座プログラムは、2019～2020年度の文科省委託事業
「地域期産業中核的人材育成事業」により作られ、

2024年に日本建築学会教育賞と日本工学教育賞を受賞しました。



赤坂通りまちづくり協議会でのファシリテーション
(当方の立場；港区まちづくりコンサルタント)

タカラとアラを見つける
まち歩きワークショップ

ビジョンづくりワークショップ



まちづくりビジョンに沿って
計画側と住民とで意見交換、協議調整

建築計画側がまちづくり協議会に説明
住民から意見をまとめ、要望を出す

３ケ月後に要望を取り入れた案が
出てきて拍手！



カイロ旧市街保存まちづくり事業（文化庁委託事業2021～２
２）
世界遺産のカイロが、不法建築や開発で取り壊されている！

→日本から専門家がオンラインでまちづくりファシリテーション技術を
指導



• カイロ訪問、専門家への

指導と住民ワークショップを実施

→住民が建築や街の価値を理解し、

保存に繋がる



JCAABEまちづくりファシリテーター養成講座修了証を授与
→専門家参加のモチベーション



※JCAABEで運営、実施



コラボレーション（協働）に必要なもの

•ネガティブケイパビリティ
→ネガティブなものを抱えておく能力



帚木峰生（精神科医） 枝廣淳子(ジャーナリスト) 谷川嘉浩(哲学者、社会学者)



なぜ今、ネガティブケイパビリティが
注目されているのか？

答えをすぐに出すのを良しする現代社会の問題
→コスパ、タイパなどの意識の弊害

※より良い解決案を生み出す機会を失ってしま
う。



•熟考する時間が与えられる。→別な機会に再考

•他の人からヒントを得られる機会が生まれる。→コラ
ボ

•状況や背景が時間の経過により変化する。

•キーパーソンの意識が変わり、状況が好転する。

ネガティブケイパビリティで
なぜ、より良い答えを出せるのか？



ネガティブケイパビリティは
なぜ獲得しにくいのか？

•教育環境や家庭環境が、すぐに答えを求め
がちで、ネガティブなものを抱える力

(問いかけを維持する能力)

を養う機会が得られない。



ネガティブケイパビリティを育てる
方法

•すぐに答えを求めない。ゆっくり考えても良いと幅を持た
せる。

•あえて、すぐに答えを出さず、時間をかけてみる。

•考え過ぎず、一旦やめて別なことをする。→考えを歩かせ
る。

(行動することによって考えが深まる、アイデアが出てくる)

•自分の答え以外に他にも答えがあるはず、自分が主張し過
ぎることで、他の答えが出る機会を無くすのでは、と捉え
る



コラボレーションの特徴

•やや時間がかかる。(仕組み、人間関係、手続き)
•多様な人が関わる。(価値観、バックグランドの違
い)
•一人では決められない。

相手のペースに合わせる寛容性が求められ
る。
•話し合いが求められる。(参加と共有)
•合意形成が必要(オープンな雰囲気と民主主義)

→ネガティブケイパビリティが必要



ネガティブケイパビリティと創造的コラボの
留意点

・若い人の参画→提案を直ぐに判断せず受け入れる寛容性
・多くの人の意見を聞き、時間をかけて課題を熟成させる。
・分からないことや困っていることをオープンに共有する。

(みんなでネガティブ課題を留保する)
→サポートくれる人が現れ、仲間が増える(余白が誘い）
・大切なのは、自分もコラボから学ぶことができる
フラットで謙虚な姿勢



１７パートナーシップで目標を達成しよう→コラボの大切さ！



コラボの良さはブレンドの良さ


